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新 潟 県 立 村 松 高 等 学 校 東 京 同 窓 会

第 5■ 回 定 期 大 会 に 臨 ん で

大会実行委員長

皇居の豊な緑を目にできる会場に、第51回東京同窓

会を開催できることを役員の皆様、実行委員一同と共に

心より感謝致しておりますЭ

昨年の第50回記念大会には、新潟大学名誉教授佐藤

山鎌   (高 2つ によるピアノ 0レクチャーコンサー ト

を共催させて頂き、皆様の絶大なる賛辞をいただきまし

た。ここに大先輩のご好意に改めて感謝を申し上げます。

私がこの学校 (旧制中学校)に入学したのは昭和20
年4月 でした。大東亜戦争も末期でしたが、こと、教練

の時間は厳しいものでした。裏の「地蔵山」へ往復駆け

足の訓練は日常のこと、空腹を抑えてよく耐えてきまし

た。また、隣の「赤山」は昼でも薄暗く殺気を帯びて?

渡邊 ノuS(高 3回)

いて、時として上級生からの粛正・制裁を受ける場であ

り、また男の子の雌雄を決する場でもありました。その

反対側に存在する「鵡 目が丘」は、唐紅の香を漂わし、

何処から力¶今詠が聞えてくるような雰囲気がありました。

この豪柔の山と丘に囲まれた村松高等学校は、我々に

進取の生気と凌零の気を与えてくれましたc由緒ある校

門・松の群れにいろいろな思いを抱き、時世時世、この

同じ屋根を潜り塵の巷の甘酸を味わい、各界層に貢献さ

れて来られた同窓生の皆様方と、一同に会してご歓談さ

せていただけることは喜びに耐えません。一本の絆のも

と、これからも東京同窓会の発展のために皆様方のご協

力をよろしくお風 申ヽし上げま丸

東 京 同 窓 会 第 5■ 回 定 期 大 会 プ ロ グ ラ ム (敬称 略 )

日時 平成20年 6月 21日 (土)正午開会  会場 KKRホテル東京 10F「瑞宝の間」
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部一第 会  ―司会・進行― 郡司 正大 (高 16回 )、 森田 勝美 (高 16回 )

開会のことば・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・実行委員長

東京同窓会長あいさつ 。・・・・ 。・・・・ 。・・・ 。・・・・会 長

村松高等学校同窓会長あいさつ・・・・・・ 00・ 00・ ・・・会 長

村松高等学校長あいさつ・・・・・・・・・・・・・ 00・ ・・校 長

村松高校五泉会代表あいさつ・・ 00・ ・・ 。0000。 ・ 00代 表

議 事

(1)平成 19年度委員会活動報告

① 総務委員会・・・・・・・・・ 00000・ ・・委員長

② 財務委員会・・・ 0・ ・・・・・ 0・ ・ 000・ 委員長

◎会計監杏報告・・・ 000・ ・・・ 00・ ・・・監 事

③ 広報委員会・・・ 。・・・ 00・ 00・ ・・・ 0委員長

(2)役員改選

① 次期会長改選

② 新会長あいさつ

7 閉会のことば・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冨1会長

第二部 講演会

演題・『江戸の歴史を歩く』・・ 000・ ・・・ 。「江戸を歩く会」会 長

1嘘 人郎 (高 3回)

鈴木 多喜男 (高 4回 )

相田 豊  (高 9回 )

小島 正芳

坂上 洋司 (高 5回 )

澤出 赳允 (高 6回 )

塚田 勝  (高 8回 )

佐久間 英輔 (高 6回 )

大橋 貞夫 (高 10回 )

斉藤 和男 (中 33回 )

雲村 俊瞳 (高 5回 )

第二部 懇親会  ―司会 0進行― 郡司 正大 (高 16回 )、 森田 勝美 (高 16回 )

1 開会のことば・・・・・・・・・ 00・ 0・ ・・・・・・・・・司会者

2 乾 杯 。・・・・・・ 000・ 00000・ ・・・・ 。・・・・副会長 伊藤 勇五 (中 33回)

3 お楽しみ抽選会・・・・・・ 000・ ・・・・・・・・・・・・   山田 俊治 (高 14回 )・ 他

4 校歌 。応援歌 0・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   参加者全員

5 手締め 。・・・・・ 000・ ・ 000・ 000・ ・・・・ 00・ 冨J会長 杵渕 政海 (高 2回 )

6 閉会のことば・お開き・・・・・・・・・・・・・・・・ 0・ 0司会者



平成 19年度 東京同窓会の動 き

4月 21日 (土)幹 事 会               10月 27日 (土)

5月 10日 (木)

5月 26日 (土 )

13:30 新潟県人会館
・大会案内状発送作業 368通
・平成 19年度大会実施細目
・会報43号の表紙を決定

第一印昂Jへ平成 19年大会号

No.43号の原稿送付

実 行 委 員 会

14:00 ⅨRホテル東京

ホテル倶Jと 大会細目の打ち合わせ

6月 16日 (土)東 京 同 窓 会 50回 大 会

12:00 KRホ テル東京

出席者総数 127人
会報配布数 140通

7月 14日 (土)幹 事 会

13:30 新潟県人会館
・会報発送 233通、
050回記念大会総括
・その他

9月 22日 (土)糸扁鮮ミ釜請義 (会報44号 )

13:00 新潟県人会館

平成 20年新春号の編集方針

9月 22日 (土)幹 事 会

14:00 新潟県人会館
。今後の活動について
051回大会実行委員会の件

雲 村俊惟 氏 (高 5回 )プ ロフ ィル

新潟県五泉市 (村松)に生まれる。

光文社で週刊「女性 自身J月 間「宝石」倉J刊 ・

編集責任者 として各種文芸書を世におくる。

在籍中から『江戸を歩く会』会長となり、

20年間、足で歴史を学び続ける。

定年後「ノJヽ説・仙壽院裕子―越後村松藩の維

新」で日本文芸家長編小説部門大賞を受賞。

以後、「元禄の豹・堀部安兵衛」「江戸・東

京歴史人物散歩」「江戸・東京散歩 35選」「大

奥の美女は踊る」「豪華絵巻で楽しむ 0大奥の

しきたり」と続々刊行中。

現在はNHKカ ルチャーセンターで『江戸史』

の講師として活躍 している。

11月 16日 (金)

12月 22日 (土 )

2008年
2月 23日 (土)

2月 23日 (土)

3月 22日 (土)

3月 22日 (土)

編 集 会 議   (会幸艮44号 )

14:00 新潟県人会館

会報44号原稿を第一印刷ヘ

幹 事 会

14:00 新潟県人会館

会報発送 348通 (メ ール便)

幹事会 051回大会の件

17:00よ り忘年会 (吉池にて)

編 集 会 議   (会幸長45り手)

13:00 新潟県人会館 3A
平成 20年大会号の編集方針

総 務 委 員 会

14:10 新潟県人会館 3A
・新規会員増について
・大会準備委員会の日程について

編 集 会 議 陰 報45号 )

13:00 新潟県人会館 3B
・編集方針、原稿の確認等
・その他

総 務 委 員 会

14:00 新潟県人会館 3B
・第 51回大会プログラムの件
・新規会員加入依頼書送付の件

鵞
ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
〓
■
■
甕

会報 44号 の発送作業

幹事会



あ りうぜと う ご ざ い ま ヒた

①平成 19年度・会費納入された方々 (敬称略 )

◎旧中の部 (16名 )

相田不日系 五十嵐一郎、伊藤勇五、笠原健二郎、熊倉 悟

斉藤和男、千代国一、寺田徳隣、成海正弘、西山荘平

松尾 貢、宮本 昇、武藤二郎、矢部五郎、吉田正平

吉田公男

◎高校男子の部 (117名 )

青木敏和、朝倉克巳、畔田昭義、阿部 勇、安部 賞

新井康夫、新井二郎、利 |1 滋、石黒四郎、石本芳雄

伊藤隆造、今井=義、今井貞夫、今井孝宏、今井英雄

大倉修吾、大橋貞夫、大橋秀雄、小黒正恒、笠原静夫

笠原大四郎、梶屋庄佑、加藤喜七、力日菌 剖台、金子鶴男

金子健二、川合敏男、川上博満、川村莞爾、杵渕政海

木村寿一、菊田勝也、桐生光憲、熊倉富次、雲村俊瞳

倉田健五、郡司正大、剣持常泰、小池生夫、小日山芳栄

小出博三、/j″「 実、近藤尚志、廟 刹魚 ノN卿台直昭

斉藤慶五、斉藤正義、坂上卓夫、御 |1恒夫、佐々木秀三

佐々木秀和、佐藤栄治、佐藤 克、佐藤信三、佐藤 赳

澤井 昭、澤出赳允、下野文幹、新保 優、志佐 致

杉本芳男、杉山 喬、鈴木健司、鈴木多喜男、鈴木忠雄

鈴木輝雄、関塚 豪、関谷雄二、瀬倉 薫、瀬倉武志

高岡英治、高岡雄三、高地 彰、高山幹雄、塚田 勝

坪谷次郎、弦巻 功、弦巻 等、鶴巻流三、週 |1 登

中川善隆、中村雅臣、中山 健、二宮文三、根本俊夫

羽賀道信、長谷川吾一、長谷川五郎、長窃 |1洋夫

月賠膠 台、羽下 力、林 敬直、堀 直昭、卿 |1俊郎

増田訓英、松尾正春、松田輝夫、間藤謙■、真島節朗

湊 久直、三室茂和、宮沢正由、武藤 寛、武藤正昭

本抑 1恭平、本劇||五郎、本Nll ll忠司、目黒義二、人木又一郎

簗取正道、山崎輝雄、山崎豊吉、山田俊治、山中 滋

吉井 清、吉井久夫、渡辺人郎

◆平成 18年度分会費納入者名

伊藤勇五、武藤正昭

◆平成20年度分会費前納者名

新井二郎、高岡雄三

◎旧高女の部 (10名 )

石井洋子、大橋玉枝、イ湘■明、近藤昌子、佐藤 治

佐藤玲子、新保清子、鈴木節子、藤崎 トヨ、前 ||れい子

◎高校女子の部 (50名 )

安達繁子、阿部ミサ子、芦川靖子、阿久津万左子

飯利 幸、五十嵐人端、五十畑キヨ、大野靖子

緒方康子、岡部ユキ、片柳ムツ、加藤久子、り|1本寸イク

神田正子、木村孝子、久我マキ、小島典子、斎藤英子

佐々木恵美、斉藤智恵子、佐藤綾子、佐藤人重

白石キヨ、鈴木則子、高尾桂子、高岡五百子

高浜つる子、田川百合子、出ロテル、寺山征子

徳永道子、中島和子、中村エツ、治田レイ子、林 信子

深見洋子、星野孝子、升本久子、松本知子、真水道子

三宅紀子、宮腰ヨイ、三国弘子、向山律子、創 |1弘子

森田勝美、山路文子、山田羊歯子、山西愈佐子

横溝田鶴

平成 19年 度会費納入者数

男子=133名 女子=60名 合計=193名

②平成19年度口寄付された方々 (敬称略)

◎男子の部 (8名 )金額 =37,000円
20,000円 佑撮則劉准

4,000円 伊藤勇五

3,000円 藤田:軍哺

2,000円 武藤三郎、山崎輝雄、/1ヽ 日山芳栄

佐々木秀三、中村雅臣

◎女子の部 (4名 )金額 =9,000円
3,000円 大壽華目皮

2,000円 新保清子、緒方康子、横溝田鶴

◎同窓会本部 よ り活動費助成 30,000円

合計金額  76,000円

お 願 い

住所等 を変更 された場合、ご面倒でも速やかに

事務局まで ご連絡をお願 い申 し上げます。

新潟 県立村松高等学校

東京同窓会 事務局

〒201-0005 狛江市岩戸南 2-14-14

丁el & Fax   03-3488-2117

事務局長  石黒 四郎 (高 9回 )



平成 19年度会計収支決算書
(平成 19年 4月 1日 より平成 20年 3月 31日 )

新潟県立村松高等学校 東京同窓会

収入 の部 (単位 :円 ) 又 出 の部 (単位 :円 )

特別会計 特別会計

第50回大会収入 (No44既報)    1,072,000 第50回 大会支出 (No44既報)     1,198,577

一 般 会 計 一 般 会 計

19年度 会費

男子 133名 (1名 前年度済)

女子  60名
計  193名 (1名 前年度済)

平成 18年度分

男子   2名

平成 20年度分

男 子 2名

平成 19年度 寄付金

会員男子   7名
会員女子   4名
佐藤峰雄氏

同窓会本部 (活動費助成 )

利子

576,000

000

000

396
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０
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０

　

０

５

　

　

　

６

000

000

26

000

000

000    20

000    30

599     1

０
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０

　

　

　

０

　

　

　

９

０

　

　

　

０

　

　

　

５

50回大会 補填

会議費

(幹事会・広報委員会)

会報発行関連費
N043印 刷代 (500部)  128
会誌用封筒 (含印刷代)   16
発送費 (メ ール便・郵送)  21
N044印 刷代 (500部)  128
会誌用封筒 (500部)    16
発送費 (メ ール便)     27
発送費 郵送・宅配等    12
発送用宛名シール      1

通信費

切手
ハガキ
コピー代

577

620

351,670

100

275

040

100

275

840

120

920

52,080

670

800

610

9,580

2,615

50,000

000

000

27,804

9,200

3,696

126

40

26

14

10

年会費振込手数料

現金書留・振込手数料

対応費  (交際費)

県人会賛助会費       10
本部総会対応費 (参加 4名 ) 40

会員拡大用住所録作成 (業者 )

宛名シール印刷代  (業者 )

発送用封筒  (400枚 )

諸雑費 消耗品等

封筒・ラベル・

インク

判子・スタンプ

6,304

8,833

6,000

19年度収入合計         665,599
平成 18年度か ら繰越       1,041,932

郵便貯金      986,753
現金         55,179 1 9年度 又 [J()計                 694,979

〈
口 計            1,707,531 平成 20年度へ繰越         1,012,552

郵便貯金       999,772
現金         12,780上記の通 り報告致 します。

平成20年 5月 3日 合 計            1,707,531
東京同窓会長 鈴木多喜男 ①
財務委員長  塚田 勝  ①

上記の決算書は監査の結果、適正と認めます。 平成20年 5月 3日  会計監事 佐久間英輔  ①



お便 りの中か ら 順不同・敬称略

元松高校長 吉川 益男 (新潟祠

この度は「跡清昌が丘は緑なり」をご恵贈頂き誠にあり

がとうございました。

在職時に東京支部の会に出席させて頂いた時のことを

思い浮かべながら読ませて頂きました。特に羽下勢栄氏

の「こんな生き方もある」は私の知らなかつたことでし

たので興味深く読ませて頂きました。先人の思いが熱く

胸に染みました。

また、会誌より東京同窓会の大会が盛況であつたこと

も察せられました。御盛会誠におめでとうございました

益々発展されることを念じておりま丸

さて、いつも会誌をご恵贈にあずかつておりますが、

退職して十年になりましたので、この辺でご放念頂きた

いと′思いますg長い間ご厚情を頂きましたことに心から

感謝申し上げますと共に貴会が益々発展されることをお

祈り申し上げま
‐
九

元松高校長 水茎 芳栄 (糸飼 |1祠

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます

さて 私義二月二十一日をもちまして県立糸魚川高校を

定年退職いたしました

在職中は公私とも格別のご懇情を賜りまして浅学非才の

小生も大過なく?職務を全うできましたこと深く御礼申

し上げます

ご迷惑をおかけしたことも多々ありましたことをお詫び

申し上げますとともに今後とも相変わりませずご指導ご

鞭撻を賜りますようお願い申し上げます

親しく拝眉の上御礼申し上げるべきところ略儀ながら書

中をもつてご挨拶申し上げます 言菫白

佐藤 峰雄 (高 2回)新潟市

この度は立派な貴同窓会会報誌をご恵送頂き、すつか

り恐縮して居ります:既に四十三号まで継続して発行さ

れて居ります事を知り、貴重な歴史を刻まれて居られる

お仕事に感じ入りました。

縦型ピアノでの演奏は、自分でも何を弾いているのか

全く判らず、皆様方にご不床を与えたのではと反省して

居りま丸 この度は本当にお世話様になりましたcお蔭

様で多くの友人と会うことが出来て大変有難かったです。

終わりに皆様方の益々のご多幸をお祈り申し上げますc

藤田 日韓甫 (中 30回)五泉市村松

この度は
「臥龍が丘は緑なり」をご恵贈いただき

閣 ‖こ耐えません

東京の皆様のご健闘とご活躍をはる力ヽ こ拝読いたしまし

た。表紙の写真もすばらしく、また執筆者の皆様の熱意

には心から感動いたして居りますЭ

どうぞ皆様のご健康とご発展をお祈り致しますとともに

ご無沙汰お詫び申し上げます。

まずはイ多昧Lまで

東京地区「懇親食事会」

鈴木 健司 (高 4回)

我々の同期会は、今秋新潟県で地元幹事が開催しま丸
「それはそれとして、ここ数年やっている東京のお花見

会と、懇親お食事会を、今年もやりましょうよ」という

ことになり、平成20年 4月 10日 に 開 食事会』を

虎ノ門の「レストラン立山」で実施いたしました。

新宿御苑の『お花見会』も平行実施を企画しましたが、
「雨天」の天気予報のため中止となり、開 食事会』だ

けの催しとなりました。「レストラン立山」の懇親食事会

には、昨年比2名 プラスの出席予定者 24名が全員、午

後半ばにそろいました。

開会の挨拶で幹事役が「新宿御苑のお花見会がお日様

に嫌われ、雨のため流されたのは、私の不徳の致すとこ

ろです。」と述べ、浜松市からご参加の松尾拓二氏が乾杯

の音頭を取られ、懇親食事会の運びとなりました。

最近「後期高齢者」という言葉が話題となりましたが、

私達は「既にそうなつている」か、「今年はそれになる」

か、「来年にはそうなる」人達の集団です

即ち、敗戦前後の歴史観・価値観・道徳観・教育制度の

激変・激動を一緒に体験し、語り合った同士です。

このような、懇親会に共に参加出来るお互いの健康を

素直に祝い、昔話に花が咲き、時間の経過を大変に早く

感じました。印象に強く残つた話題は、「3年後の母校

の創立100周年祭行事」「その直前に我々の77歳の喜

寿祝いがある」「先ずは喜寿祝い行事までこの集いを続け

よう」「来年はお日様に歓迎されて、良いお花見が出来ま

すように、人徳を積み上げましょう」etc.
午後6時頃に中締めとなりましたこ一旦散会のあと、

女性は全員で別室の「お茶会」に移り、おしゃべり会を

なさつたそうです。男性有志は新宿「ノくイラスクラブ」

で2次会となりました。

ここ数年続いている行事でしたが、昨年より参加人数

が増えました。今年も好評だったと素直に考えていま九

また、次の機会に一同元気にお会いtヽたしましょう。

高 4回 生東京地区同期同好会  参集者 24名
平成20年 4月 10日 (木)午後「レス トラン立山」にて



花 も ダ ン ゴ も

亀山 知明 (高 3回)

日本人は「春」うららかな季節には、いろいろと他の

季節には無い特別なもの、そして品格を感じる。

豊臣秀吉が催した「酉是醐の花見」で有名な醍醐のシダ

レザクラのクローン じこ成功し、今年開花させたとか …

バイオテクノロジーの進歩か? 昨年夏に続いた猛暑の

影響でこの季節、杉花粉だけでなく、桜の開花時期は?

と、例年花見を楽しむ多くの人達から関心が寄せられた

が、気象庁はいろいろとその辞 聞こ未だに書とヾ惨階 !!

そんなところ、「松五会 (第 5回卒業生からなる会)」

の名幹事・金子鶴男氏が見事 !本年最高 個叱穏やか、

寒さもなく花も見頃)の春爛漫の「花見の日04月 4日 」

を当てた。それもlヶ 月前に !

当日は参加者総勢20人、都心の日比谷にあるメンバ

ーズクラブのフランス料理レストランで豪華な昼食を済

ませ、代表幹事であり「東京・江戸散歩」の名案内人で

もある雲村俊瞳氏の先導でスター ト。霞ヶ関→国会議事

堂→憲政記念館→ (江戸城内堀)→半蔵門→千鳥ヶ渕→

靖国神社のコースを桃色に染まつた空の下、多くの花見

の人達と共にゆつくりと歩いた。見上げる私達の方を向

いて咲いている桜は、物言わぬ木々からの密かな語りか

けをも感じさせ、友人との春の一期一会を楽しむ我々そ

れぞれの目にその風景を焼き付けてくれた[

卒業後、写真家として東京で活躍している木村寿一氏

(高 14回)は、堀の水面のあちらこちらに、花びらで

出来た花筏の間を漕ぎ回る若いカップルのボー トなどに

カメラの焦点を合わせていた。きつと、いい作品が出来

るのでは !

今回の弧 まヽ、さすがに上野、飛鳥山と違い、「どんち

ゃん馬蚤ぎ」は見られなかつたが、心ある地域のボランテ

ィアの人達による手入れと保存活動による見事な情景は、

見物に来た私達を至福のひと時に招き、日本人の桜の花

に対するDNAをヒシヒシと感じるところでもあつた。

しかし、最後の靖国神社では、気象庁の桜開花基準木

となつている3本のソメイヨシノと共に、戦中、「お国の

為に桜の花のように…」と、日本人の桜の美意識を戦争

に利用された多くの桜が、木札 (そ こには、戦死した友

人の隊名等が記入されていた)を下げて咲いているのに

は、心が痛んた

この後、「花もダンゴも」と欲深い有志一同は、四谷の

クラブヘと足を延ばし、「ダンゴ (お酒)」 に舌鼓を打ち

ながら色々と話を弾ませた

お互い、健康と幹事さんのお計らいに感謝し、又の再

会を約して、今年の春の花見文イロこ浸つた一日を終えた

中 学 時 代 の 思 い 出

渡辺 嘉樹 (高 4回)

昭和二十一年四月、私は新潟県立村松中学校一年生に

なる事が出来ました。今までの小学校とは雰囲気が一変

し、大人の世界に入つた気分になりました。上級生は大

人びて見え、中には軍隊から学生生活に戻つた先輩も居

て、もの凄く緊張して居ました。同級生はと言うと、皆

利口そうな人達に見え授業も科目毎に先生が変り色々な

個J畦を持った方が居られ、余程しつかり勉強をしないと

皆についていけないと感じましたが、頭脳というものは

天畦のものだと気付くまで時間は掛りませんでした。

その頃の世間はというと終戦の翌年でありその中は混

乱の真っ最中で物価の上昇が激しく「金融緊急措置令」

の発令により旧円預貯金の閉鎖等があり我家では家計も

逼迫していました。
上方で「村松大火」力`あり、授業を

中断して跡片付けに行った記′隠があります。この年の年

頭に昭和天皇が「人間宣言」をし、その後日本全国を巡

航され、九月頃だと思いますが村松中学校の我々も新津

駅まで拝顔 ?に行きました。線路内に入つて待って居る

と、いよいよ御召列車が前を通過する時、我々の指揮を

執っていた先生が大声で「最敬礼～」と号令されたので

す。折角人間天皇の姿が見られると′思つていたのに、こ

れは何だと思いましたが仕方なく頭を深々と下げました。

でも、すぐに顔を上げて見てしまいました。自分だけだ

と′思つていたら皆が同じ事をしていて、考えることは皆

同じでした

昭和二十二年四月に六・三制の新学制により小学校 0

中学校が発足し我々は併設中学生となり、三年間は後輩

の居ない学生になりました。一方で私は、昭和十九年に

父が海軍で戦死をし母子家庭になつて居ましたので家計

の事を考え、担任の富永先生に退学を申し出たのですが、

先生が「これからは学歴社会になるから何とか学業を続

けたら良いのでは」とアドバイスをして下さり、お陰で

今日があります。高校を卒業 し上京、東京消防庁に入り

約四十年勤め、いろいろと勉強をさせて貰いました。退

職後、都内の大学で四年間かけて国家資格の「救急救命

士」を養成する学部が新設され、実習助手として手伝い

に行きました。そこで五泉市内から来ていた学生に出会

ったので村松高校の卒業生ではないかと思つて尋ねたと

ころ違い 聡高ネェ～Jと言われて仕舞ったのです。

あれ程優秀な人材を輩出した「村松高校」…元気を出

して下さいとお祈りしています。



「 23」

原田 賞 (高 4D
一つ わたしは昔から、特段の理由も無く「23」 と

いう数字が好きた
二つ 現在、わたしは、平均年齢66.03歳 という

シニア・ソフトボールチームの一員である。
では、これより、この二点が結び付いた経緯をお話す

るとしよう。

そもそも、ソフトボールは、アメリカで生まれ室内で
プレーする為にアレンジされたスポーツで、日本に伝え

られたのは1921年 (大正 10り 、当時は「インドア・
べ~スボーノ吻 などと呼ばれていたのだそうだ。チーム

に力日わつて七年にもなろうかと云うのに、ついこの間、
舟山健一という東北福祉大女子ソフトボーノ略るの監督さ
んが監修した技術解説本を手にするまで、私は全く知ら

ずにいた。 間抜けな話亀
で、事は平成 13年の夏に遡る。
いま住んでいる所の50所帯ほどの自治会が、毎年催

す夕涼み会の場で、近所のT氏に、彼が所属するシエア
のソフトボールチームに入らぬかと声を掛けられたの礼

この球技を良く識らず、勝手に女の子のやるスポーツ

と勘違いしていた向きがあった所へ、シニアの…と聞い

て反射的に「い でゝすねぇ」と口を辻らした。吟幸初 が

わいわい言いながらやつて 楽ゝしいよ。身体にもいいし、
現にこの頃、高めだつた血圧が下がつたようなんだ」と
T氏。つまみに上等なスルメを出されたようで、高楊枝
でいられなくなつて仕舞った。「悪くないなあ、考えてお

きますよ」と、わたしの回調はいつに無く滑らかだつた。
これ、全てアルコールの為せる業。素面なら、T氏も実

績ゼロのわたし等に誘いをかける事はなかつた、と断言
してもよし、酒は玄妙な代物だЭだから禁酒は難しい。

数日して迎えに来られて、意外や T氏が本気だった事
を思い知らされ、まごつくと同時に俄力ヽ ここ理になつた
人月一日ピーカンの朝であった。

近くのグラウンドに10人足らずの人が集まつていた。
若そうに見える人はいたが、若い人はいない。催師 こヽ薄
らぐ不安。体操の後、グラウンド

=周
だという。日頃、

散歩に少しさびを利かした程度でお茶を濁しながら、そ
れで充分健康管理をしている積りだから、走るなど絶え
て久しし、 もともと陸上は苦手中の苦手だつたのだ。不

安を通り越して一挙に深刻な状況に陥った。日射しは容

赦ない。恐る恐る最後尾につく。

果せるかな、バテバテで欲も得も無くベンチにへたり

込んだ。酸欠の頭に、断ること以外の選択肢は欠片も浮
ばない。腹を固めたその瞬間 「今度入部したいと言う人
を紹介するから、みんな集って」の声。泡を食らつて立

ちか るゝわたしの耳に「空いてる背番号は、何番と何番
だったっけ」と情けの露も無い二の矢が。 背番号?

背番子 ユニホーム? それつて正装じゃない?
こりゃ本式だぁ。 スパイクもだ。偉いことになつた。
逐電、亡命… …。

そのときだ。「空いているのは『ニジュウサン』と…」
力・ナロシ・バ・リ

左様、金縛りにあつた、としか申し上げようがない。
一同の疎らな拍手に「よろしくお願いします」の声は上

擦り、深く下げた額から乾き切つたグラウンドに、大粒
の汗が続けざまに滴り落ちた。

ソフトボールに付いて、最初に引いた解説書に「野球
と違い、技術が未熟でもプレーが成立しやすく、身体的
な負担も少ないので、年配の人に人気がある。生涯スポ
ーツとして長く楽しんでいただきたい」と、その魅力に

触れている。多少の異論はあるが、楽しんで、という事
に関しては否やはない。生涯の方は、天命との係わりで
コメントし難いが、グラウンドに立つと、未だ暫くはや
つていけそうな気がしてくる。なにせ、このスポーツ、
シニアの上にハイシエアも存在するのだしまあ、やれる

ところまでやってみるとしよう力、無論、背の「23」

と一緒に、ということである。

夏用ユニホームで、練習試合の後バーベキューで暑気払い、

冷えたビールで一同ご機嫌 I   平成 19年 8月 11日

小 出 博 三 氏 の 油 絵 展 に て

今年も3月 2日 (日 )～ 8日 (土)までの間、小出氏

(高 8)の第 10回油絵展が有楽町の東京交通会館 Bl
(シノレ ―ヾサロン Al lこて開催されました.7日 (a

の年後に雲村、金子、向山、深見、木村の各氏と連れ立
つて拝観して来ましたが、今回も来場者一同が、明るく

素朴な印象と心地よさを感じとられたに違いありません。
大勢の同窓の皆様にt)是非、足を運んで戴き、ゆつくり

とご鑑賞されますようにお勧めいたします

今回で10回の節目を越えられ、次回 t〕 益々ご健勝で

開催されますようご祈念致しま九

広報  大橋 記

会場風景



〈回 想 〉

一思い出も早や還暦をすぎて一

山田 (澤田)幸子 (高 4回)

次の世 を 背負 うべ き身ぞ た くま しく

正 しくのびよ 里 に移 りて

昭和天皇皇后

(何分にも小学生の頃の記憶なので…
)

昭和19年太平洋戦争が激しくなり主都圏の学校は閉鎖

旧中学・女学生は学徒動員となり、私む lヽ学生は次代の

小国民を守る為とかで、地方へ学童疎開をさせられた。

行く先は区によつて定められ、中野区は長野県であった

諏訪湖より天謝 ||に添つて下つた駒ケ岳のふもとの町へ。

そこは何処を見ても切り立つ山また山、冬場ともなれば

田圃に水を張リスケー ト場にするほどの厳しい環境で、

繭を煮て糸をとる匂が町中に立ち込め、耳慣れぬ言葉に

幼い胸は不安と心細さで張り裂けそうであつた。

巻頭にあげた香淳皇后の御歌お披露目のあった日は、

子供達に卵型のビスケットが御下賜され、それに併せて

この和歌に曲をつけたものが指導された。

今の天皇、皇后両陛下も同年代にて疎開学童の体験を

お持ちになられる。戦争の為に年端も行かない吾子達を

見知らぬ土地へ手放す親の辛しヽいは、如何ばかりであつ

たろうかと、自分も児をもつて痛くそのことを知つた。

それでも子供は子供なりに、親に心配をかけさせまいと
「田舎の子と仲良くして、楽しく勉強をしている…」と

週末になると手紙を書いた。 (全て先生の検閲のもと)

然し本当の所は夕暮時になるとアルプスの嶺に向かって

あの山の彼方にふるさとがある…と、幼い手を握り合い

東京恋しさにいく度涙したことであろう力、
この間にも戦争は悪化し、翌 20年 3月 10日 (下 DTl、

5月 25日 (山の手)が米軍の爆撃機 B29の来襲により、
一夜にして焼野原と化して、10数万人の命が奪われた。

私の生まれた家も炎上し、焼死体が累々と続く中、父と

長兄は炎を避けて逃げ惑い辛くも命拾いをしたけれど、

近くの学校のプールに跳び込み煮上がって死んだ人達が

居たと後で聞かされた。何と残酷な !|ま さに地獄絵几
これが当時の日本の主都・東京の生々しい姿であった。

現在連日の新聞やテレビで、イラン・イラク、アフガン

はた又中国チベットの暴動を目にする度に、60余年前の

日本各地でもこれと同じ様な現実があった事を、私達は

決して忘れてはならない。犠牲になつた多くの霊に対し

自分が今、生かされて在ることを自覚する日々 である。

その後私は、東京へ帰れず長野から新潟へと再疎開、

所が五泉が大火で焼け、町から少し離れた郷での生活を

余儀なくされた。そこでの生活すべてが想像を絶するも

ので、土地の人との共生も驚きと苦しみの日々 であつた

雪とは上から降って来るものとばかり′思つていたのが、

足もとから舞い上がり、時には横殴りに吹きつけて来て

目や鼻に張り付き′自、がつけないすさまじさに、唯必死に

吹き飛ばされまいと立ちつくす自分が居た 鉛色の空に

稲架木 (はぜう に渡した竹が北風に吹かれうら悲しく

鳴る虎落笛 (も がりぶえ)の音が、今も心に聞える。

然し季節が巡り、やがて雪角和すの水を増した川辺には

ねこ柳が赤い芽をつけ、銀色の穂を日一日とふくらませ

蕗のトウも顔を出す。風はまだまだ冷たく感じるけど、

光も強くなり待ち遠しかった北国の春が、これほど迄に

いとおしく嬉しいものであったかと身をもつて知つた。

春霞の中の白山の雄姿や、菅名岳の山肌を見つつ感じた

ことは、大自然の力の偉大さであり、その前では人間が

どう足掻いても女台まらないことがある。又時を待つのが

どんなに大切なことかを学んだЭ然しこの美しい自然の

中で、土地の人の間には他所者を疎外する気風がひどく

ある事も日々 の共生で実感した。此処での貴重な体験は

幼かった丈に純粋であり、後の私の人生に大きく影響し

人格形成の礎となつた。結婚後、長年にわたり携わった

国際交流 (外務省所管・社団法人)の仕事で言葉や肌の

色の違う世界各国の人々と接する時、自分から歩み寄り

異文化を理解する事で相手が,さを開くさまを経験した。
これも新潟での生活のお陰である。

緑濃き臥龍が丘に 轟くは我等が歓呼

若人の高鳴る血潮 たたえつ 春ゝの日廻る 鮮 きだ !り

私達が高3の時、学校は40周年を迎えて盛大な行事が

挙行され、記念講演に旧中 1回卒の式場隆二郎医学博士

(放浪の画伯・山下清の人幡学園園長)がみえられた。

少年の頃学んだあの校舎に、スカー トをはいた女性徒が

歩いているとは想像出来なかつたと感聯 く申された。

運動会には全校競技の仮装行列や、男女が共に輪を作り

“おけさ,,を踊る普段見られない姿に見物席は大歓丸

文化祭には本格的な芝居が打たれた。私は音楽部なので

合口昌に参力日したり、オペレッタ「シンデレラ」σ珀J作に

熱中した。又白いロングドレスにバレーシューズを履き

スーベニール (愛の思い出)を踊つた。今思うとよくも

マァと感心 (寒心?)する。これが翌春東京の家へ帰り

国立大を受験しようとする者か?と我ながらあきれた。

五泉から村松の女学校・高校へと通つた蒲原鉄道は、

雪が積もるとよく止まり、新道を歩かされた。雪の道が

不慣れな者にとつてそれは苦業の何ものでもなかつた。

腰に手拭を下げマントに高下駄を1鳥 らしたバンカラ?の

上級生は「女はクサイ後へ乗れ,」 とノタマウ恐ろしさ。

当時陸上競技部の活躍が日覚しく、大会に出場する度に

早朝の駅に呼び出され、応援歌で選手達を送り出した。

声が小さい!!と 先輩に怒鳴られ、スカー トの脚を拡げて

拳を振り上げる姿は様にならず、限りなく恥しかつた。

その時一番嫌だったのはいつも駅員がニヤニヤしながら

見物していたことで、今でも屈辱感が残る。

応援歌にまつわる思い出の中で忘れられないものは、

同級生のK君の事である。国立大の体育系の学部を出て

活躍していたが、「21世紀が見たい」との願いも叶わず

急死した。娘がバスケットでお世話になつていた御縁で

校歌と応援歌が入つたテープ (後輩のブラスバンド)を
奥様からお許しを頂いて柩の中に納めた。今頃はきつと

あの懐かしい臥龍が丘の空高く青春の′思い出を紡ぎつつ

応援歌を聴いていることであろう。ご冥福を祈る。



ポ ン ペ イ 考

今井 敬爾 (高 4回)

新潟に住んでいる家内の友人から年賀状が届き、文面

には冬期でも夫婦で海外旅行に参加しています、とあっ

た。正月、家内からその話を聞いて、北極圏のオーロラ

を見るならそうだろうと思つたが、どうも普通の観光ら

しい。そんなこともあるのかなと思つて、はじめて海外

旅行の新聞広告に眼を通すと、たし力ヽ こいくつかの旅行

社の企画が一面に載っている。なるほど、冬でも割りと

暖かそうな処を選択すればあるしヽま央適かもしれない。

私は前から、ポンペイの遺跡を見に行きたい希望があ

った。広告を探すとたし力ヽ こあつた。かねて、我々の業

務の世界で 10数年来論争になつていた「司法改革」問

題について、私なりの論述をまとめて出版したい願望が

かなえられて一段落したあとでもあり、早速、夫婦で申

し込んで、2月 初旬、南イタリア、シチリア島の旅に出

かけることにした。成田14時 55分発のAZ-785
に機乗し、ローマを経由して国内線に乗り糸区ぎ、ナポリ

空港に23時頃に着き、専用バス́に揺られてホテル着が

24日寺に近い。 すぐに入浴の

`ら

とベッドにもく
゛
りこむ。

2日 目の予定は、午前中カプリ島、午後がポンペイ遺

跡となっている。専り甲バスは午後 2時頃マリーナ門に近

い櫛 LPFlこ着く。早速―行は街区に入り、急坂をゆつく

り登りながら海の門マリーナ門の前に立つ。門をくぐる

墜道は馬車用と歩道用に分離されている。通つた右側に

バシリカという裁判所や商取引の中心であつた建物で2

8本のレンガ柱列の基底部分が掘りおこされている。左

側にはアポロ神殿があり、アポロ神の銅像も残されてい

る。歩道には敷石を敷いて古代の舗装道路といつてもよ

い。少し歩けば公共広場であるフォーロに着く。かなり

大きな広場 (47m× 161m)で ここから北西方面に

は遺跡の柱や壁面の背後を通してヴェスビオ火山が望遠

される。晴天で眺めは良好である。

ご承知のように、ポンペイは西暦 79年 8月 24日 午

後 1時頃約 10K五 離れたヴェスビオ火山の大噴火によ

リー瞬にしてヘルクラネウム (参考図参照)と 共に埋没

させてしまったのである。当時、ローマ帝国から救援の

話もあつたらしいが、いつの間にか人々に忘れ去られ 1

700年間の長きにわたり眠り続けていた。その広さは

東西に1200m、 南JJこ 650m余 りで、今より、海

が入りこんでおり、周囲に堅固な市壁をめぐらしている。

街は10mから20mの軽石層におおわれたが、火山学

者の研究によると、噴火は雲仙普賢岳のような火砕流を

発生させ、この移動する上部に火砕流よりはる力ヽ こ急速

に移動する灰雲、即ち、渦巻きを殺到する爆風 (サーカ

を発生させ、これらを含めて熱雲がポンペイを襲ったの

だという (金子史郎著 「ポンペイの滅んだ日」2001
年参照)。

一体、平和でのどかな生活を営んでいたと推察される

ポンペイにあつて、西暦79年とはどのような年代であ

ろう力、 ポンペイは、ヴェスビオ山から流出した溶岩台

地の東南端に位置し、南側はサルノリ||に向かつて断崖と

なり、西側も海岸に対し急斜面となつている。後背には

カンパニア平原が拡がり、BC1 0、 9世紀頃からイタリ

ア原住民の一派であるオスキ人が住んでいた BC725
年頃になると、ギリシャ人がクマエ (参考図参照)に植

民市を建設し、又、サルノリ||の後背地に住むエ トルスキ

人がBC6世紀頃進出してき、南イタリアのアペニン山脈

の山間部に住むサムニウム人が BC4 0 0年代この平原

に進出してクマエを占領し、ポンペイも占領したが彼等

は山に帰ることなく都市文明を受1琳睦ぎ商工活動を継続

した。ローマの建国は、ギボンのローマ帝国衰亡史をひ

もどくまでもなく、BC753年とされている。ロムルス

以来 7人の王が244年間王制を務めたあとの BC5世
紀頃、ローマは元老院と選挙により選ばれる2人の執政

官 (CONSUL)市 J度 という共下日市Jに1移行し、これが50
0年の長きにわたつたことは見逃されるべきではない。

そうして、BC31年アウグストウスが皇帝に就いて以来

ローマ帝制が始まるのであるこ都市国家ローマは次第に

力をつけ、BC2 98～ 290年の3回 目のサムニウム戦

争でポンペイはローマの軍門に下つたとされる。BC9 1
～88年の同盟市戦争では、ポンベイは同盟市側に加わ

リローマに反抗したが敗れているこローマはポンペイを

植民市とし、自治を許し、公用語をラテン語とし、市参

事会や 2人の執政官、 2ノ、の造営官等を選挙で選ぶこと

としたようである (浅香正
~古

代ローマ都市の蘇生」 1

995年参照)。

さてこの時代と言えば日本列島|ま どうであつたであろ

うれ 魏志倭人伝で列島に倭国の大舌Lがあり、牙L馬台国

の女王卑弥呼が魏に朝貢したという文書 |ま r0239年
のことであつた。そこから邪馬台国論争、即ち、近畿説

と九州説が提起され、それ|ま 今でも歴史学会を賑わせて

いる。倭人伝によれば、3世紀の倭国に|ま屋室があり父

母兄弟は寝処を異にし (弥生時代中期の遺跡では竪穴の

上に草や樹皮をおおつたもの)1副麦で冬でも野菜を食べ、

シカやイノシシの肉を手づかみで食べ、|まだしであると

いう。倭国はその頃話し言葉|まあつても記述する文字を

もつていなかつた

ポンペイ遺跡を観るに|ま、この程度の日割t背景を頭に

入れるとより深い理解が得られると思う。幸い、現地通

訳をしてくれたのは、若いマリア・ローサ女史で日本に

留学したこともあるといい、流暢な日本語で解説してく

れた。現在、街は5分の4発掘されているという。フォ

ロの南側には2人執政官事務所や市参事会議事堂や造営

官役所跡がある。これらはローマの共和制に従い、すべ

て選挙によつて選任され、無給制であったというから驚

きである。フォロを通リマケルム (市場)に入る。当日ま

どの程度の人口があつた力ヽま論争があるが、6000人
から2万人程度といわれる。市場は、これら人口にふさ

Iθ



わしい広さを持つている。壁画や落書きそしてガラスの

箱に入つた人の石膏像が痛ましい。 1860年 フィオレ

ルリ博士が四体の人間の形をした空洞を見つけ、これに

溶かした石膏を流しこんで固定してから掘り出す技術を

作り出したのだという。鋳型は人の表情から着衣の数、
ヘアスタイルまで保存されているという。このような石

膏像は既に数百体以上作製されているという。次にフォ

ルム公衆浴場に案内される。そこには脱衣場と温浴、冷

浴、熱浴 (サウナ)の各室を備え、料金も安く一種の社

交の場としての意味もあつたらしい。次はパン焼釜の家

である。ここにはパン焼釜から粉ひき機まですべて掘り

出されている。道路は馬車道と一段高く歩道があり、車

道には轍のあとがくばみになつているのがわかり、車道

際に馬の手綱を通す穴もそなわつており、アツポンダン

ツー通と交錯する十字路には、横断する歩行者用の大き

な石が3個置かれている。上水道用の鉛製のチューブが

露出しているのも見られたが、下水道が完備していたか

については争いがある。完備説を説く学者もいるが、排

水は傾斜のある道路を利用して下水管に集められ城外ヘ

排出され、 トイレの汚物は道路下に作られた深い汚水溜

に排出されたといい、これを結びつける証拠も見つかつ

たという。道路にはいくつかの公衆用の水呑場がつくら

れており、市内の 1日 の水の供給量は648万2(142
万5430ガロン)にもなるという lR・ リング著堀賀貴

訳 「ポンペイの歴史と社会」2007年参照)。 しかし、

この水源がどこであつた力ヽ珠 だ不詳であるという。街

の角にはワインなどを貯めておくため石造りの台にいく

つもの壷がはめこまれて並んでおり、居酒屋であるとい

う。次は大きな男根を刻んだ家の前に案内され、娼婦の

館だという。相手は戦争に負けて奴隷になつた女性であ

る。このような家が19見付かっているcポンペイ生活

の悲しい一面である。エルコラーノ門の近くに外科医の

家があり、いろいろな外科器具が出土しているというの

で観たかったが、秘儀荘に行くので素通りとなつたのは

残念である。ここは城外を出て墓地の道を通つて行くが、

ヴィラ OJわ とも言われるが、地下にブドウ圧搾器が

備えつけられ、忠実な働き手 の市0 18人が死亡して

いるのを見れば単なる別荘ではない。この広壮な邸宅が

有名なのは、食堂の壁に帯状に部屋中を巡る大きな壁画

が発見されたことである。ポンペイレッドといわれる独

得の赤面がバックにあり2000年を経た今日でも美し

い。 しかし、この壁画が何を画いたもの力ヽ 碗尤いては見

解が分かれている。デイオニユソスが入信のための儀式

を神秘的に行ったものだという説があるが、ローザ女史

は、少年がパピルスに書かれた聖なる儀式の手続きを読

んだあと男性を知らない女性が恐怖にとりつかれている

と、ヴェスビオに住む酒の神バッカスから授った葡萄酒

を飲まされて気がふくよ力ヽ こなり、男J性そのものも知つ

て踊り出して結婚することになる、と解説してくれた。

ボンベイの街の壁には落書が多いことは前述した。選挙

により執政官 2人を選ぶことから、聯ンを推せんする」

という落書も多い。又、時間の関係で観れなかつたが、

商人ヴエッティの家も訪れたかつた。中央広間に入る扉

の右脇の壁に、豊饒の神プリアポスが男根とお金の袋を

秤にかけている絵がある。別の邸宅内でも愛の壁画が画

かれている。女昌婦の館の部屋には、今では猥褻とも考え

られる男女交接の絵が掛けられていたりしたという。そ

うして、単刀直入に「来た、やった、帰つた。」という落

書もあつたという。ほかならぬ蓮厳な学者も「優雅でみ

だらなポンペイ」をあらわしている (木村凌二著200
4年参照)。 公職の任期は1年、それで春には毎年選挙が

行われる。落書にはこの推せん文が多かったようだ。例

えば、「エピディウス=サビヌスを裁判権を有するニメ、委

員としてあなた方が選出するように勧める。庇護民 トレ

ゼウス|♯申聖なる参事会の同意とともに彼を選ぶ」気

そして落書にはラテン語だけでなくギリシャ語で書かれ

たものも散見され、古代ローマの読み書き能力はかなり

高かつたといわれているのである。2000年前のポン

ペイでは、奴隷制度はあったものの、実際、人々は豊か

な生活を楽しみ、選挙によつて自治都市の執政官を選ん

でいたのである。第二次世界大戦が終わり、旧ソ連の後

押しを受けて建国したとされるどこかの国が、ニューヨ

ーク・フィルの公演で終了時、観客1計白手すべきか否か

戸惑っていたという。鑑賞の仕方まで統制されていたの

かと新聞記者は報ずる (3月 9日朝日新聞 。1人の独裁

者に頼るのでなく、少しは古代ポンペイ市民の生き方を

真似た方がよい。僅か 1時間30分の限られた観光では

あつたが、再度、訪伊しポンペイ全体を足で歩いて遺さ

れた遺跡から数々の知見を得たいと願つたことだつた。

追記  本稿は鈴木会長からのたつての要請で記述し

たもので、予期せぬ誤りがあることを畏れている。

ポンペイとその周辺図 (ネ アポリスは今のナポリ)



魚 ・ 肴 ・ さか な

加藤 清治 (高 4回)

世界的な日本食ブームが言われて久ししゝ このブーム

は日本食への美味礼賛1劫日えて日本人の長寿と、経済グ
ローバリゼイションも大いに関係していると′思われる。

外国人が好む日本食品として寿司、天殖羅、鋤焼き、逆

に敬遠されるものとして納豆、塩辛、沢庵などが話題に

される。この二つの食品グノし―プから次の事が見えてく

る。外人好みの第一グノし―プの食品は見た目には美しい

が日本食品としての歴史は浅い事である。因みに握り寿

司は文政年間に江戸両国で花屋を営む与兵衛によつて考

案されたと伝えられているが、文政元年から数えても二

百年に満たない。天数羅、鋤焼きに付いてはそのネーミ

ング、1蠍思想の影響を強く受けた庶民の食習慣を考え

れば古くからあつた日本の伝統食品とは考え難い。それ

に対して外国人に好まれない第ニグループの食品は見た

日は冴えないが第一グノし―プの食品よりずつと古い時代

に考案され、長い間各家庭で育まれて来た我が国の伝統

食品である。この第ニグループの食品群は日本が世界に

誇る発酵法を用い、毎日食べても飽きがこない。

雪国、秋田の「ガッコ」西の「京漬物」等は全国的に

も良く知られている。

発酵食品に1測虫特の匂いを発するものが多く、その匂
いは人により芳香とも悪臭ともとれるがヤミツキになる

人が多いのも発酵食品の不′思議なところである。

表題の魚と肴について言及すれば、全てが食べ物と決

め付けている人は居ないと思うがこれから話を進める
「さかな」は全て食物で、酒の友として又副食やスナッ

クとしても珍重されているものであるから乞御安′帆

唐突ですが「ムスヲ サガナニ イッペ ャッカ」と誘わ

れたら、貴方なら一丁乗つてみようか?それともやはり

おりますか?如何にもゲテモノ食いのように聞えるが、

人類は魚や動物の肉と同様虫を栄養源として食べて来た。
アジア各地でも虫を食べて来たが中でもインドシナ半島
のラオスが有名で、人が集まる市場、渡船場、人通りの

多い道端などでも虫屋が店を出している。きれいに串刺

しにしたもの、調味料や香草と一緒に油で揚げたもの等

を/j皿に盛り付け板の上に並べて売つている。虫を食ベ

てみたい人はラオスまで行かなくても国産物が身近で手

に入る。例えば長野県のカイコ (さ なぎ)、 ザザムシ、ハ

チの子、また郷土のイナゴ (イ ナゴ科 イナゴ属のバッ

タの総的 等がある。

さかなの話が虫で終わつたのでは何とも締まりが無い

ので、最後は正真正銘の魚に登場してもらう。その名は
「ウルメ」一般的にウルメと云え|♪閏目鮎](ウルメイワ

シ)を指すが新潟では何故かメダカ (メ ダカ科の淡水硬

骨魚)をそう呼ぶ。調理法は釜茄でシラスのように一度

熱湯を通した後佃煮風に味付けするのが一般的である。
この魚を食べる話を県＼ヽ こしてもなかなか信じてくれ

なしゝ 私は県外人でウルメを食べた経験者に出会った事

がない。「ウソー ホントー ソンナン シンジラレヘ

ン」と云う結果になること請合いである。

鮭 の町  村 上

中村 俊枝 (高 16回 )

4月 中旬、還暦の旅行にこちらの同級生4人で未だ肌

寒い新潟駅に到着しました。そこで村松高校の同級生と

合流し、レンタカーで村上へと出発しました。村上は父

の故郷で私にはもう一つの故郷です。

村上は雅子妃殿下のご先祖小和田家と深い関係があり

雅子妃殿下は、ご成婚前まで村上市本町が本籍だつたそ

うです。S二は戦前まで小学校 0中学校が町民と士族に

分れていました。鮭は村上藩の重要な財源で、士族の子

弟は、その財源によつて創設された奨学金で学んでいま

した。父もその恩恵を受けた一人で、「鮭の子」と呼ばれ

ていたそうです。

昔から鮭1卦寸上の人々に恩恵をもたらしていました。

最近よくテレビや雑誌で村上の鮭が紹介されています。

今回の旅行もそんな事で実現しましたこ村上に着いて初

めに町が一望できる城山に登りましたが、昔 15万石の

名残もなく、今は頂上に石垣が僅力ヽ こ残っているだけで

す。三口 ||や遠くに日本海も望め、慶、を切らして登つた

苦労が報われる思いでした。三面川沿いにあるイヨボヤ

会館も、鮭に関するいろいろなことが展示され興味深い

ものでした。イヨボヤとは魚の中の魚を意味しているそ

うで、本寸上では鮭をイヨボヤと呼んでいます。昼食は昭

和4年頃建て替えられた割烹 「吉源」の趣のある部屋で

頂きました。季節外れと云うことで鮭は酒浸し (塩引き

鮭を薄くそいで酒と味酔に浸したもの)のみでしたが、

鮭の季節になれば鮭づくしの料理が食べられま丸

吉川 (き つかわ)の 塩引き鮭

食後は風晴のある店構えの吉||に行き、店の奥の天丼か

ら吊り下げられた塩引き鮭|二圧倒されました。部屋は昔

のままで、細長くウナギの程床のような造りですD

3月 には「雛祭り」、9月 に|ま
「屏風祭り」が開催され、

大切に保存されて来た屏風等が展示されたり、町屋の

人々が語り部として村上の歴史を話してくれるそうです。

又、町屋の外観を風`晴ある姿に再生するプロジェクト

も出来ているとのことですニ

今度は、鮭が村上の家々の軒下に下がり、鮭づくし料

理が食べられる頃に来たいものだと思いました。
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湯 河 原 梅 林

新保 優 (高 10回 )

関東の西部には、熱海、曾我 (小田用 、修善寺など、

古くからの有名な梅林があるが、最近湯河原梅林の名を

よく目にするようになつたので、どんな所かを見に、2

月の末に車で行つてきた。

当日は車を使ったが、

シーズン中には湯河原駅

から梅林までの直通バス

が出ていた。

伊豆半島の背骨にあたる

山々が、箱根と繋がるあたりの東側に、幕山 (ま くやま)

というピークがある。湯河原梅林はその麓の、南向きの

斜面に広がっていた。

ここは湯河原市街の北東を流れる、新崎川の上流に当

たる。元々はこの川の治水事業に合わせて、公園として

開発されたものだそうだ。だから地図には幕山公園とい

う名で出ている。

梅林には駐車場が3箇所あった。金曜日の朝の10
時頃であつたが、すでに公園に一番近い、第一駐車場は

いっぱいであつた。

そこからは舗装道路をすこし歩くと公園に入る。ちょ

うど梅祭りの期間だつたので、道の脇には地元の野菜や

果物などを売る店が出ていた。

駐車場は普段は無料だそうだが、梅のシーズンには5

00円必要であつた。また、観梅料として200円取ら

れた。地方の公園での入場料はあまり聞かないが、維持

管理を思えば、この位はやむを得ないのであろう。

幕山とその麓の梅林

公園に入るとすぐに、大きな材木で出来たベンチとテー

ブルのある広場に着く。この広場からは幕山と梅林が一

望できる。

幕山はやさしい稜線と、露出した荒々しい岩肌とを持

つ印象的な山である。この山の自然林と岩壁が、麓の梅

林や公園の植樹とうまく調和して、他にはない迫力と魅

力のある景色を作つていた。快晴に恵まれたため、日に

照らされた早春の山肌と、梅の花の白や薄赤が青空に映

えて、すばらしいリヒめであつた。

やはリシーズンとあって、広場の周りにはテント張り

の売店が並び、いろいろな食べ物や土産品を売つていた。

風が冷たかったので、味噌汁がありがたかつた。

大きな石がごろごろしている谷り||に沿つて、きれいに

舗装された遊歩道が、広場から公園の奥まで続き、車椅

子でも充分に観梅と散策を楽しめるように配慮されてい

た。実際に、車椅子の人も多かった。

公園はずいぶん広くて、この遊歩道だけでも結構歩き

でがある。一番奥にある、桜の植えられた小さな広場に

着くまで 10分以上かかった。その先は幕山や伊豆の

山々へのハイキングコースにつながつている。歩いてい

る途中で頻繁に、登山姿の人たちに行き会った。

公園の奥の桜並木

広場の付近や遊歩道の

脇は庭園風に整備され、

梅や桜、椿などの花木

が植えられていた。

また道の途中には小さ

な池も作られていた。

しかし少しはずれると、

そこは雑木林のままで

あり、梅林や公園の中

にも立木が自然のままで残してあつた。

斜面に広がる梅林には、約 3千本の梅が植えてあり、

さらに毎年数百本の単位で増やしているそうである。

梅林の中には縦横に遊歩道が作つてある。やはり車椅

子への配慮があり、道幅が充分に取つてあつて、階段は

ほとんど見かけなかつた。

本の下には芝生もあり、ベンチもおいてあるので、休

んで弁当を広げたくなる環境である。水仙などの草花も

其処ここに植えられていた。

しかし広い上に、進化の途上にある公園のため、登山

道そこのけの荒れた道もあり、すすきや蕨がはびこつて、

下草刈 りの終えた植林地のようなところもあつた。

梅林の中の散策

若い木が多いためか、花の少ない木が目についた。庭

園型の梅林に貫れた私には少し物足りなかつたが、結構

きつい斜面の登り降りもある梅林であり、ハイキングの

ような面白さがあつた。あと20数年経てば、ここは見

ごたえのある、素晴らしい梅林になるだろうと思う。

Iθ



日本 百 名 山 巡 り

阿部 勇 (高 9回・仙台在ω

この度、石黒氏より原稿の依頼を受け、仙台から何が

出来るか模索していました。結局、ある程度の継続性を

考えて題記のように致しました。

さて、町山台山楽会」に所属し、55歳から日本百名山

に挑戦を始め、年に3～ 4座のペースで今日まで47座
登頂しました。このペースでは後 15年余を要し、85
歳を過ぎる計算になりますが、百座達成を生涯の目標と

して努力しております。また、登山はあくまで自己責任

ですから計画・装備 0体力 (体調)の 3点を入念に行う

事が責務であり重要になります。この中でも体力作りは

年間を通して日々 の積重ねが必要となりますが、私は毎

朝 5日寺から6時半頃まで7 hn程度の トレッキングを続

けていますも何やら自己紹介が長くなつてしまいました

今回は、平成 18年 7月 15日 から3泊 4日 をかけて

新潟県と近県に跨る火打山と妙高山の山行き報告をさせ

て頂きま丸

早朝、仙台から新幹線にて大宮・高崎 。長野と乗り継

ぎ、凪 在来線で妙高高原駅に到着する。ここからバスに

乗り、火打山の登山口である笹ヶ峰で1泊。

2日 目の早朝 6時、雨の中を先ず火打山にアタック。

この年は例年より積雪が多く、登山道は大雪渓が続く。

高谷池ヒュッテで小休憩をとり、天狗の庭を経過、6時

間カヨナて頂上を制覇する。ここで昼食を摂ってから2日

目の宿である黒沢ヒュッテ (ドーム3階建て60名収勾

に向う。登山道には高山植物のキヌガサソウ・コバイケ

イソウ・ゴゼンタチバナ・ハクサンチドリ・シラネアオ

イなどが乱舞。 15時に黒沢ヒュッテに到着するも千葉

県の団体が先着していて受付が混雑し、寝場所に案内さ

れたのは16時過ぎだつた。深夜、雨足が強くなり何度

となく目を覚ました。

山小屋の朝は早く、朝4時には朝食が始まる。生噌の

雨であるが、食後に装備を着けて6時に出発、いよいよ

妙高山に挑戦開女龍 大倉乗越、長助池分岐と凍結の雪渓

を3点確保で5時間を要して北峰、そして念願の頂上南

峰に到達Lそこで横浜からの団体と出会い‐緒に強

下山は、燕登山道をとる。いきなり鎖場、ハシゴ場の

連続で光善寺池、天狗平まで難所続きであつた。天狗平

の分岐で標識があり、燕温泉を目指す。称略滝、北地獄

谷を経由し3日 目の宿、燕温泉 「花文旅館」へ 15時に

到着した。最終日の4日 目は、花文旅館店主により赤倉

温泉経由で妙高高原駅まで送って頂き、長野から新幹線

を乗り継いで16時に無事仙台駅に到着した

今回、3泊 4日 の登山全日程は雨のため展望は皆無で

あった。帰路、花文旅館店主の好意で50有余年前に五

泉中学校での修学旅行で宿泊した「赤倉ホテル」に立ち

寄って頂き、当日部の出来事が隈かしく′思い出された。

趣 味 (卓 球 )

徳永 道子 t高 12回 )

私が今の相模原市に越して来たの|ま、現在36歳にな

る双児の息子達が小学校 2年生の時である[その小学校

のPTAに卓球の同好会が発足した時、中学、高校と卓

球音限こ所属していた私は、早i主、フ、会することにした。

その後、同好会の有志で新し1ヽ
ニームを作り、市の家庭

婦人卓球連盟に所属し、早や 30年になる。

発足当時、大方の人は子育てと仕事に追われながら、

又、数人の人は2～ 3歳位の Jヽ きな子供を連れての練習

だつたが、みんな苦労しながら≒ゼルカ |1繰 りしていた

途中入会の人もいるが、殆ど1辱芋了 ‐し_Dメ ンバーであ

る。30年も変ることなく、皆なて,っ て共られたの|ま

なんだろう?と 、よく考える:苦 、ヽ項|ま 、一つ「プ巨標に

向つて練習に励み、勝つ事だ|す を考えて,t主「 |二思う
:

だんだん歳を重ね、メンバー乃ノ、達t ~:r■

「

.ヽ_ とか
「五十肩で腕が上がらない_ヒ ■云.な■,Lも 、夫 が々

お互いを思いやり、カバーして頂張cて きたからこそ、

今日まで続けて来れたのだと思
=:

最初からの人は、殆ど6 01ti■ な,~、 つヽまで、やれ

るのかなぁ?」 などと云う声 t百三llろ が、みんなまだ

まだ若く?元気である !|

今、うちのチームは水、土、三曜 F)週 3回の練習と、

年に10回位の試合にチャレンジしてt｀ るこ私は、仕事

があるので、週 1～ 2回の練習二年5～ 6回の試合に留

まつている。歳をとつてからの週 1～ 2回の練習では、

ちつとも進歩せず、情けない思いをする事がよくある。

しかし、無理をせずにチームの和を大切にして、健康の

ためにいつまでも頑張つていこうと思つている。

キヌガサソウ
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労劣θ′彩務裂多ニクルジζジ窮屏%彗

平成20年 4月 3日 、入間カントリ勢 限こ於いて

松高東京同窓会の第 9回ゴルフコンペが開催された。

当日は絶好のゴルフ日和となり、桜をバックに巨例の

記念撮影をして、午前8時 28分に1組目がスター ト。

いつもながら桜を観ながらのプレーは気分爽際であった。

今回も参加者が少ない中、久し振りに五泉在住の間藤

(高 9回)さんが出席され、高21回生の佐藤克さんと

二人でドラコン・ニアピンの争奪戦となつた。ゲーム終

了後、入賞者のハンデキャップが改正された結果、3位

の佐藤さんが優勝された間藤さんと共にシングルプレー

ヤーとなつた。また、片柳さんが女子の意地をみせて準

優勝されたのは立派である。

今回もまた亀山氏、吉井氏のお二人には何かとお世話

になつた。心より感謝とイ卸ネLを申し上げたし、

言卜 報

廣田 達衛氏 (高 5回 )

平成 20年 1月 10日 にご逝去されました。

氏は、長年にわたり東京同窓会の幹事として、

会の発展に多大な貢献をされてきました。

ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

第 θ〃 ゴ)しフコ ン パ

成績 (敬称略)

優勝 日間藤謙一、準優勝 口片柳ムツ、3位・佐藤 克

貌 腱鋒30買不同 0敬称略)

1組 間藤謙■ (高 8)大橋貞夫 (高 10)佐藤 克 (高 21)
2組 亀山知明 (高 3)瀬倉武志 (高 3)吉井 清 (高 8)

3組 鈴木輝雄 (高 8)鈴木理恵子   片柳ムツ (高 8)

″ ゴ θ回親 睦 ゴル ノ分 のお知 らせ

平成20年 10月 2日 (木)、 入間カントリー倶楽部

に於いて第 10回親睦ゴルフ会を開催いたします。
10回からシングルプレーヤーが二人になりますが、

何も恐れることはありません。それぞれ正当なハンデが

与えられますのでご安心下さい。老若男女を問わず大勢
の方々に意地と名誉を力ヽ すてご参加いただき、各賞に奮
って挑戦して頂きたいものと念願して居ります。

腕に覚えがあっても無くてもり臓 しようと決意され

た方は下記までご連絡下さい。

吉井 清  (高 8回 )■L&Fax 042-527-6482

亀山 知明 (高 3回 )■L042-572-5096

平成20年 6月 第45号      表紙の題略・題字は佐伯益一氏 (旧 中27) 書

発 行 人  新 潟 県 立 村 松 高 等 学 校 東 京 同 窓 会  広 報 委 員 会

東京同窓会事務局 〒201-0005 狛江市岩戸南 2-14-14
電話・FAX番号 03-3488-2117(石 黒四郎 )
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校 歌

旧・県立村松中学校 旧・村松高等女学校 県立村松高等学校

浮 田 辰平 作詞

由は 旧軍歌 よ り

塵の巷 を遠 ざけて

雲たちまよふ 白山の

麓に立てる松の群

見 よ凌零の気 を含む

落葉 を くぐる流にも

岩石砕 く力あ り

清きは水の姿にて

強きは誰が心ぞや

夫れ英雄 も人傑 も

人の子吾等が類な り

あ ゝ松城の健男児

奮ひて起つべ し諸共 に

あ ゝ松城 の健男児

勇みて起つべ し諸共に

相馬 御風 作詞

大和 田愛羅 作曲

愛宕の山のむ ら松の

み どりの色の常盤 なる

操 を胸 に 日の本の

をみなの徳 を磨かばや

心は身はも真夏なほ

日に輝 ける白山の

雪にもま さる清 さもて

正 しき道 を進まばや

その名 も高きこの里の

桜の花の うらうらと

のぼる朝 日に匂ふ ごと

気高き姿保たばや

相馬 御風 作詞

中山 晋平 作 曲

普 く照 らす天つ 日の

光を浴びて年 々に

伸びて しや まぬ若松の

ときわの志操いや堅き

学徒われ らの在 るところ

明朗の和気みなぎれ り

見 よ質実に清純に

進取の生気湧 き溢れ

文化の花の咲 くところ

希望は常に輝 ける

道 に我 らを進 ま しむ

努めなんいざもろ ともに

第 一 応 援 歌 第 二 応 援 歌 第 二 応 援 歌

緑濃き臥龍が丘に

轟 くは我等が歓呼

若人の高鳴る血潮

たたえつ 春ゝの 日廻る

いざ叫べ若人の誇 り

わななける力の腕

見よや君歓喜の胸に

輝 くは永久の勝利

2.

臥龍原頭幾星霜

切磋琢磨の功を経て

花紅の香 に匂ふ

誉れは高き松城 の

健児が胸 に血や躍 る

我等がえ らぶ丈夫の

誉れは海の湧 くがごと

望みは雲の行 くがごと

月の桂 をな譲 りそ

栄ある名 をぞ とこしへに

2.

松城健児六百が

祖国の為に剛健の

大図を ここに定めん と

送 りいだせ し我が勇士

覇権 を譲 ること勿れ

我等六百 ここに在 り

今壮快の晴戦

見 よ雄叫びの只中に

我等が望み一筋に

肩にぞかかる勇戦士

覇権 を譲 ること勿れ

我等六百 ここに在 り

3.

Iδ


